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今年も、多くの方に協力を頂き第31回湖風祭を開催

することができました。途中で雨が降るなどのトラブル

にも見舞われましたが、全ての来場者様と一緒に楽し

むことができたと感じております。来年の湖風祭も、ど

うぞよろしくお願いいたします。
滋賀県立大学湖風祭実行会

委員長 三好 翔大

ステージで行われる企画はもちろん、屋

内外で行われている色々な企画を考えて

います。子どもから大人までみなさまが

楽しめる企画をたくさん用意してお待ち

しております。

模擬店やフリマの統括をしてい

ます。さらにMyはし推進運動

やDRP(繰り返し使える食器を

使用してごみを削減)、ごみ分

別の促進といった環境に配慮し

た活動も行っています。

湖風祭で使われる物品の管

理や駐車場の管理、協賛品

の管理など事務的なことを

しています。案内所の運営も

していますので何か困った

ことがあればお立ち寄りく

ださい。

パンフレットやポスター、フリーペー

パーなどの様々な広報物を作成し

ています。湖風祭当日はビデオやカ

メラを使って会場の様子を撮影して

います。カメラを向けられたら素敵

な笑顔をお願いします！

ステージを設営したり、

会場内を華やかに装飾

しています！ステージ

の照明も担当している

ので、ぜひ注目してみ

てください。

HPやX、Instagramにて湖風祭の宣伝や他大学

への出店も行っています。様々な湖風祭の情報を

発信していますので、ぜひご覧ください。

第31回湖風祭が「S31ZE THE DAY. ～今を生きる～」をメインテーマにして11

月1～2日に開催されました。総勢200余名の湖風祭実行委員会が中心となり、計

画・準備を進め、たくさんの学生や地域の方に参加していただき、盛況のうちに終え

ることができました。今回は、「第31回湖風祭」を運営した滋賀県立大学学校祭「湖風

祭」を企画・運営する湖風祭実行委員会のみなさんや活動の様子をご紹介します。

湖風祭実行委員会
各部の活動内容

湖風祭実行委員会
会長・副会長・部長のみなさん



夏季休暇中に参加したアジアフィールド実習ではインドネシアを訪れ、現地学生と共に見学

や議論を行いました。多言語を使いこなし積極的に学ぶ姿勢に触れ、自国を語る力や表現

力の重要性を実感しました。 共同で行ったプレゼンテーションでは文化や言語の違いを

越えて協働する喜びを感じ、毎日が新しい発見にあふれていました。共に参加した本学のメンバー

とも交流を深めることができ、この経験は一生の思い出となり、青年海外協力隊を志す自分に大きな成長を与えてくれました。

インドネシアでの学びを通して、日本とは異なる街並みや食文化、習慣に触れ、現地の

人々の温かさを強く感じることができました。米が主食で、広い農地で稲作が行われて

いる光景は特に印象的でした。また、多くのお菓子の屋台が並ぶ活気ある雰囲気の中で、

住んでいる人々の優しさにも触れられました。さらに、現地の学生と一緒に学ぶ機会が

あり、助け合いながら交流を深める中で、人々の思いやりをより深く感じる大切な経験

となりました。

環境科学部 生物資源管理学科 山本 碧

環境科学部 環境生態学科 渡邊 真帆

海外で学びました～海外留学紀行～海外で学びました～海外留学紀行～

今年度のアジアフィールド実習は、8月にインドネシア共和国の中部ジャワ州テガル県およびブレベス県において、フィールドワー
クを行いました。まず始めに、ボゴール農科大学の見学をはじめ、テガル県に移動後、養殖場や玉ねぎ畑、市場を視察しました。ま
た、グチ温泉では、高地農業について学習をしました。最後にボゴール植物園を見学し、日本に帰国するというスケジュールでした。

アジアフィールド実習

ポートランド州立大学夏季プログラム2025は8/18～9/5の19日間にわたって、アメリカのオレゴン州ポートランド州立大学に
おいて、授業やフィールドワークを通じて、国際感覚を涵養するとともに異文化との交流と理解を深めることを目的としています。
講義や説明はすべて英語で行われ、英語で質疑応答をするための語学力と積極性が求められるため、学生の英語力の一層の向上
も目的としています。

ポートランド州立大学夏季プログラム2025

短期留学を経て最も魅力的に感じたことは実際の現地の食生活や生活スタイルに参加

出来るところです。地理の学習で習ったことを実際に体験したり、渡米して予想していた

生活と違う発見もあったりして、学びになりました。マヨネーズたっぷりのサンドイッチ、

政治に対しての積極性、車社会の利便性と脆弱性。マーケットでのフランクな会話、ホス

トファミリーとの交流。旅行では学べないであろう文化について学べて非常に良い経

験になりました。

環境科学部 環境建築デザイン学科 山内 隆仁

人間文化学部 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 西村 奏絵

私がこのプログラムに参加した理由は、自分の今の英語力を知りたかったからです。現地の

大学では、正しい発音やイントネーションなど、英語の基礎的な部分から学ぶことができました。

また、週に1回大学がオレゴン州内の観光地に連れて行ってくれました。ホストファミリーは教

会に連れて行って色んな人と話す機会を作ってくれたり、私がアメリカ生活を楽しめるように

サポートしてくれたりしました。3週間というのはあっという間でしたが、私にとって思い出深

く実りある時間となりました。この経験を今後の英語学習につなげていきたいと思います。



大 学 協 定 型

インターンシップ体験記インターンシップ体験記

外村 遙菜

人間文化学部 地域文化学科

インターンシップ先：彦根市役所

私は地方公務員の仕事に興味があり、進路選択の参考

のために岐阜市役所のインターンシップに参加しました。

配属先は企画部で、日々の業務を間近で見学しながら、行

政がどのように政策を立案しているのかを学ぶことができました。特にEBPM（証

拠に基づく政策立案）の重要性を実感し、データを踏まえた新しい施策の提案にも

挑戦しました。職員の方々の丁寧な指導のおかげで、地方行政への理解が深まり、

今後の進路を考える上で大きな手応えを得る経験となりました。

後援会では、クラブ・サークル活動に助成をしています。クラブ・サークルを統括する体育会・

                                              文化会・サークル運営委員会に助成金を支給するともに、それぞれの団体では高額すぎるなど、

購入するには無理のある物品の購入費に対しても助成をしています。今年度もオーボエをはじめ、下記の物品

の購入費の助成(一部または全額・11月現在)を行いました。

クラブ活動助成

オーボエ チューブライト インパクトドライバー 延長コード モップ ベース（塁） トンボ

私は、公務員の仕事に興味を持っており、市役所の業務

について知りたいと考え、インターンシップに参加しまし

た。インターンシップに参加することは、その仕事につい

ての理解を深めるだけではなく、その場で実際に働いて

いる人に話を聞くことができる、とても良い機会です。

また、インターンシップを通して、その仕事に必要な能力・

スキルなども知ることができ、自分がどのような仕事に

向いているのか、自分自身について見直す機会にもなる

と思います。

後藤 玲奈

人間文化部 国際コミュニケーション学科

インターンシップ先：岐阜市役所



この度は、「Giving Campaign 2025」において、学生団体への温かいご支援を賜り、誠

にありがとうございました。皆様からの多大なる応援のおかげで、10月10日から19日まで

の開催期間中に、7,874票の応援票と、451,500円の個人寄付金という大変心強い結果を

得ることができました（協賛企業様からの寄付金についても得票数に応じて再配分いただけ

る予定です）。

この結果は、学生たちが日頃の活動を通じて、皆様から深くご理解、ご期待いただいている

証であり、本学としても大変嬉しく、感謝申し上げます。

学生団体にとって、保護者の皆様をはじめとする多くの方々からのご支援は、活動を続ける

大きなモチベーションと自信につながります。温かいご支援、重ねて御礼申し上げます。

学生たちは、いただいた応援を力に変え、今後も

それぞれの目標に向かって、より一層邁進していく

所存です。引き続き、学生たちの活動を見守り、応援

いただけますようお願い申し上げます。

「Giving Campaign 2025」応援の御礼

hassaka’25夏号にてお伝えいたしました開学30周年記念事業県大クリーンプロジェクト

第1弾「天然芝グラウンドポット苗植えイベント」についての結果を報告いたします。6月28日

(土)に無事定植が完了した後、定期的な散水・施肥、芝刈りを行いました。今年は雨が少なく、

芝の生育には厳しい夏となりましたが、土が目立っていたグラウンドも一面に芝が茂り、天然

芝のきれいなグラウンドへ再生されました。冬には一旦枯れたように茶色くなりますが、来春

にはまた一面緑のきれいなグラウンドが見られるようになります。後援会からは肥料代の一

部を助成しており、学生の課外活動や授業におけるグラウンド使用環境の向上に貢献してい

ます。

JFAグリーンプロジェクト

天然芝グラウンドポット苗植えイベント～結果報告～

滋賀県立大学後援会LINE公式アカウント
後援会・大学の最新情報や助成金申請のお知らせを定期的に
お届けします。保護者の皆様はぜひご登録をお願いします。

6月28日定植直後 9月29日時点 11月17日現在

滋賀県立大学後援会ホームページ
広報誌の最新版やバックナンバーが閲覧できます。
http://www.usp-koenkai.jp/

滋賀県立大学後援会
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